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論 交 内 容 要 旨
1ま え が き
仙台湾における沿岸漁業はかなり古 くか ら行われている。しかしながら,指 定漁業や規模の大
きな沖合漁業と異なり,そ の歴史的変遷や現状を解析した研究は皆無に等しく,日 本漁業を研究
する際の一つの盲点となっている。その主な理由は沿岸漁業においては沖合漁業や遠洋漁業と異
なって種々の資料が整備されてお らず,少 し古 くなるとまとまった形の物は殆どないに等しい。
従 って現在の時点において資料を発掘 し,解 析 しておかないと,沿 岸漁業に関する体系的な整理
を行 う機会は永久に失われて しまう事になる。





研 究 の対 象 海 域(Fig.Dは 仙 台 湾 とそ の 周 辺 水 域 で あ る。 対 象 漁具 は サ イ ド トロー ル(side
trawl),か け廻 し(Danisllseine),ス タ ー ン トロ ール(sterntrawl)で あ り,そ れ ぞ れ を
船 質 と主 機 関馬 力 で 区分 して 幾 つ か の 船 型 に 分 けた 。
本 研 究 は 主 に 三 つ の部 分か ら構 成 され る。 即 ち,
ユ.漁 獲i戦略(fishingstτategy):漁 具(fishinggear),漁 法(fishingmethod),
漁 船(fishingboat)
2.漁 獲 効 率(fishin9¢ficiency):漁 獲 努 力(fishingeffort),漁 獲 能 力(fishing
power)
3.漁 獲 対 象(fishingoblect):漁 獲 物(fishingstocks),漁 場(fishingground).
第 一 の 部 分 は 石 巻,塩 釜,閾 上,原 釜,四 倉,小 名 浜 各 漁 港 で の闘 き取 り調 査 と乗 船 調 査 を 基
に ま と め た 。 第 二,三 の 部 分 は1977年9月 か ら1980年6月 まで の 「小 型底 曳網 漁 業 漁獲 成績
報 告書 」 を 計 算,分 析 したpな お,7,8月 は 小 型 底 曳 網 の 休 漁 の期 間 で あ る。
皿 結 果 及び 老 察
1.漁 獲 戦 略
1945年 の 小 型底 曳網 漁 船 は全 体 で39隻 と少 な く,そ の うちか け廻 しの割 合 が84.6%と 最 も
高 く,サ イ ド トロー ル は15.4%を 占め るに す ぎ な か つた。 しか し1980年 に は107隻 に 増加 し,
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か け廻 しは減 少 して7,5%と な り,サ イ ド トロ ー ル と ス タ ー ンロ ール が 増 加 し,そ れ ぞ れ54.2
%と38.3%を 占め る よ うに な っ た(Fig.2).
これ らの 三 つ の タ イ プの 漁 具,漁 船,各 種 装 置 を 比 較 す る と次 の様 に な る。 開 口板 を 使 わ な い
か け廻 しは長 いワ ープ を 用 い,規 模 が 最 も大 き く,軽 い 網 を用 いて い る のが 特 徴 で あ る。 一 方,
サ イ ドトロー ル は"L型"の 開 口板 を使 い,網 の 規模 が 最 も小 さ い と云 う特 徴 が あ り,平 均 トン
数 と設 備 の 近 代 化 の程 度 は か け 廻 しよ り も高 い。 ス タ ー ン トロ ール は1976年 に新 しく導 入 され
た 最 も新 しい 漁 法 で,そ の 漁船 設 備 に 関 して は 最 も装 置水 準 が 高 く,開 口板 が縦 型 で あ る 事 と最
も強 力 な 主機 関 を 使 って い る事 が 特 徴 で あ る。
1945年 以 後1980年 ま で の 戦 後 の35年 間 で 小 型底 曳網 漁 業 は 綱 の 材 質,構 造,規 模 と 漁船
の トン数 馬 力,設 備 等 の 各 方 面 が 急 速 に 発 展 した。1945年 と1980年 現 在 の サ イ ドトロー ル
を 比 べ る と,網 の 全 長 は2.1倍,漁 船 の ト ン数 は4.5倍,漁 船 馬 力 は26.1倍,又,網 具 の 逝体
的 な操 海 容積 は11.1倍 に もな って い る。 一 方,か け 廻 しの そ れぞ れ も2.9倍i2、3倍,13.0倍
17.1倍 に増 大 した(Table1)。 ス タ ー ン トロー ル は1976年 に 新 し く導 入 さ れ た 漁 法 で あ り,
現 在 ま で に 明 瞭 な 変 化 は 見 られ な か った 。
この よ うに 漁具 漁 船 か ら見 て 漁 獲能 力 が 著 しく向 上 して い る 事 は疑 い の なg・事実 と思 われ る。
2.漁 獲 効 率
研 究 対 象海 域(Fig.1)の 中 で仙 台 湾(AreaA)に 投 入 さ れ る 漁獲 努 力 は 最 も多 く,又,一 般
に仙 台湾 はサ イ ド トロー ルの 主 な操 業 海 域 と な って い る。 か け 廻 し は北 緯37010'以 南 の水 域
(AreaCとD)で 集 中 的 に操 業 し,逆 に ス ター ン トロ ー ルの 主 要 な操 業 海域 は北 緯37。10'以 北
の海 域(AreaAとB)で あ る。
調 査 全 海 域 につ いて の漁 獲 強 度(fishingintensities)は 夏 季 あ る い は秋 季 は 冬 季 あ る い は
春 季の 約1.5倍 に な る。
各 漁 法 の各 魚 種 に対 す る漁 獲 能 力 を比 べ る と ス ケ トウダ ラと キ チ ジに 対 して は ス ター ン トロー
ル船 が 高 い漁 獲 能 力を 示 し,エ ゾ イ ソア イ ナ メ,マ ダ ラ,タ コ類 に 対 して は,か け廻 し船 が 比 較
的高 い漁 獲 能 力を 持 ち,サ イ ド トロー ル船 は カ レイ類 に対 して の漁 獲 能 力 が高 い傾 向 が 見 られ る。
一 般 に 船 質 あ る い は馬 力 が違 って い て:も同 じ漁 法 を行 う船 型 に お け る魚 種 組 成 は よ く似 て お り
,
漁 獲 能 力 を 支 配 す る の は まず 第 一 に 漁具,漁 法 の 構 造 と機 能(Table2)で あ る と考 え られ るが,
この 他 に 漁 獲 能 力 を 支 配 す る も う一 つ重 要 な要 素 が あ る。 それ は"漁 業 者 の 意志"即 ち"魚 種 あ
る い は漁 場 の 選 択"で あ る。
3.漁 獲 対 象
1977-1980年 の 小 型 底 曳 網 の 漁 獲 記 録 に よ る と,小 型底 曳網 の主 な漁 獲 物 は海 産 魚 類45
種 類,軟 体 類8種 類,甲 殻 類9種 類 の62種 類 で あ る。これ らの 魚 介 類 の 内.各 船 型 に よ る総 漁 獲 量
の 内 の29%以 上 を 占め るもの を各 船 型 の"目 的 魚 類 群"(targettaxon)と して 選 ぶ と(Hayman
&Tyler,1980)以 下 の 種 に な る。 即 ち,
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1.サ イ ド トロー ル 船:カ レ イ類
2.鋼 製 の ス タ ー ン トロー ル 船:ス ケ トウ ダ ラ
3.か け廻 し船:タ コ類
4.FRP製 の ス タ ー ン トロー ル 船:イ カ 類
サ イ ド トロ ール 船 に よ る カ レイ類 を 目 的魚 類 群 とす る一一年 間 の 平 均 漁 場重 心 は 仙 台 湾 の 水 深75
m附 近 の 浅 い 所 に 位 置 す る。,
鋼 製 の ス タ ー ン トロ ール 船 に よ る ス ケ トウ ダ ラを 目 的魚 類 群 とす る各 月 ご との 漁場 重心 は 仙 台
湾 の 沖 合 の210～275mの 深 い水 域 に密 に 分布 す る。
か け廻 し船 に よ る タ コ類 を 目的 魚 類 群 とす る平 均 漁 場 重 心 は 仙 台 湾 の 東南 方 面 の 水 深2501n
附 近 の深 い 所 に あ る。
FRP製 の ス タ ー ン トロ ール 船 は サ イ ド トロ ー ル船 と 同 様 に 仙 台 湾 で集 中 的 に 操 業 す る 。 しか
し,そ の イカ 類 を 目的 魚 類 群 とす る漁 場 重 心 は比 較的 浅 い 水 域,60～115mに あ る。
4.結 論
現在,仙 台湾及びその周辺水域において,サ イ ドトロール,か け廻し,ス ターントロールの3』
つのタイプの小型底曳船が操業 している。
これらの各船型はその船質や設備,エ ンジン,漁 具を歴史的に変遷させ,高 い効率を求めて漁
獲を行ってきたが,そ の変遷の模様を明らかにする事ができた。
各船型はそれぞれ対象海域,目 的魚種,操 業時期を異にしており,そ れぞれの性能に応 じて役
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審 査 結 果 の 要 旨
仙台湾およびその周辺水域は魚類相の豊かな水域で,古 くから沿岸漁業がよく発達 している。
しか しながら沿岸漁業は,主 として小規模または零細な経営体によって営まれており,各 種の資
料が整備されておらず,沖 合漁業や遠洋漁業 と較べて,そ の研究は大きく後れており,実 態の解
明が待たれていた。
本硬究は,沿 岸漁業のうちの小型底びき網漁業をとりあげたものである。その内容は,漁 獲戦
略(漁 具,漁 法,漁 船),漁 獲効率(漁 獲努力,漁 獲能力)お よび漁獲対象(漁 獲物,漁 場)の
3部 から成っている。小型底びき網漁業には,か け廻し,サ イ ド・トロール,ス タン ・トロール
の3種 類があり,そ れぞれについて研究が行われた。
第 ユ部は,1945年 から1980年 までの期間に,網,漁 船,漁 船設備にどのような変化が生 じて
いるかを研究 した。・資料が行政機関や漁業協同組合にも保存されていないため,漁 業経営者,造
船所,網 具製作所等を廻って資料の収集が行われ,歴 史的変遷の全容を解明することができた。
その結果,た とえばサイド・トロールの掃海容積はこの期間に17.1倍 になるなど,漁 獲能力の著
しい増大が定量的に把握された。
第2部 と第3部 は,各 漁業協同組合に保存 されている大量の漁獲記録を,大 型コ ンピューター
を用いて解析 した結果である。漁法と船質(木 船,鋼 船,FRP船)と 曳網能力(主 機関の馬力




各船型が操業時期,操 業水域,対 象魚種を異にして,そ れぞれの性能に応 じて役割を分担 しなが
ら,こ の水域を利用している状況が明らかにされた。
以上のように,こ れまでほとんど研究が行われていなかった仙台湾およびその周辺水域の小型
底びき網漁業について,資 料を発掘 し,歴 史的変遷と漁場利用の実態をくわ しく解明 したことは,
沿岸漁業研究における一つの貢献であり,今 後の漁場利用 ・管理を考える際の有力な基礎的知見
を提示するものと考え られ,学 位を授与するに値するものと判断 した。
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